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「多自然川づくり」をご存知ですか？
長崎市建設局土木部土木維持課河川防災係　平山広孝 [ 写真提供：( 株 ) 吉村伸一流域計画室 ]
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　こんにちは！岩原川を担当する長崎市の平山で

す。今回は「多自然川づくり」についてご紹介し

ます。

　国によれば「多自然川づくりとは、河川全体の

自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・

文化との調和にも配慮し、河川が本来有している

生物の生息・生育・繁殖環境、並びに多様な河川

風景を保全あるいは創出するために、河川の管理

を行うこと。」と定義されており、現代の河川整備

における潮流となっています。

　1980 年代、三面張り整備による環境悪化が問

題視された横浜市の「いたち川」や「和泉川」で、

コンクリート護岸内に自然を再生させる整備が行

われたことがきっかけとなり、その後全国に広がっ

ていきました。再整備から 20 年余が経ち、今で

は多くの子どもたちが川で遊んでいます。

　今では、国もこうした川づくりを積極的に推し

進めています。官によるハード整備にとどまらず、

市民の積極的な関わりにより、清掃活動やイベン

ト開催などの「まちづくり」へと広がる事例も沢

山報告されています。
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「第２回 岩原川エリアの未来を考えるワークショップ」開催！
ワークショップ成果から岩原川エリアみらい計画（案）を作成！
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●第２回はどんなことをしたの？

　旧恵美須・大黒市場跡の岩原川周辺について、

今後のまちづくりを市民の皆さんと一緒に考える

ワークショップ。第２回は 21 名の市民の方にご参

加頂き、岩原川エリアの 10 年後の将来像と、それ

を実現するために必要な取り組みについて、各班

でカードを使いながら、３年、５年、10 年後の時

間の流れでストーリーにまとめました！

●岩原川エリアみらい計画とは？

　岩原川エリアの周辺は、今後 10 年間で大きく変

化します。それに伴い、長崎駅や新県庁舎に近い立

地条件から、多くの市民・県民、観光者が訪れる機

会が増えることが予測されます。この変化をうまく

取り込み、エリアの価値を高めることは、地域はも

ちろん長崎市全体にとっても重要です。この機会を

最大限に活かすため、今後 10 年間の岩原川周辺の

まちづくりを地域の方々や市民の皆さんと一緒に

なって進めるために計画を行うものです。

●目標「水と緑と賑わいのある都市のオアシス」

　岩原川周辺は、長崎魚市の郊外移転によってかつ

ての活力や賑わいが低下してきています。また、新

幹線駅舎や新たな県庁・市役所の建設、新大工から

東山手に至る歴史あるまちなかの再生といった取り

組みにより、長崎のまちの形が今後１０年で大きく

「第２回 岩原川エリアの未来を考えるワークショップ」開催！ ワークショップ成果から岩原川エリアみらい計画（案）を作成！

◎ワークショップデータ◎

日程：平成 25 年 9 月 12 日（木）

時間：19:00－21:00　　　　　　

会場：長崎市社会福祉会館

人数：21 名

テーマ：岩原川エリアの10年後を想像しよう！

Ａ班 Ｂ班 岩原川エリアみらい計画

Ｃ班 Ｄ班

Ｅ班 Ｆ班

【記号：だめね（▲）、いいね（○）、もっとこうして（☆）、１０年後の将来像（◇）】
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変わります。

　こうした中で、長崎駅からまちなかへの動線上に

位置するメリットを最大限に生かし、岩原川の水辺

や公園のみどり、稲佐山を望む景観など地域住民共

通の資産を見つめ直し、地域の安全性を高め、快適

に歩くことができるルートづくりや豊かな緑、オー

プンスペースの確保により、潤いと賑わいのあるま

ちを目指します。
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